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≪一週間のスケジュール≫ 

一週間のスケジュール Academic English Class  

  月 火 水 木 金 土・日 

1st Class リーディング

リスニング 

リーディング

リスニング 

リーディング

リスニング 

リーディング

リスニング 

リーディング

リスニング 

ツアー 

観光 

 

9:00～11:00 

2nd Class 

ライティング ライティング Computer プレゼン プレゼン 11:30～

13:30 

After School 宿題、        

市内観光 

宿題、        

市内観光 

宿題、        

市内観光 

宿題、        

市内観光 

宿題、        

市内観光 13:30～ 

•費用≫ 航空券往復：約20万円 
•    授業料：19.7万円 
•    奨学金：14万円 等々 
•レート≫1オーストラリアドル＝92.95円 

お
金 

留学先 オーストラリア連邦 
New South Wales 大学（UNSW） 

期間 2014 年 2 月 9 日～ 
   3 月 15 日（約 1 ヶ月） 

動機・英語の勉強なんだし、英語圏に行き

たい。 
・開催中のスプリングプログラムの中で、

いちばん期間が長かった。 
・日本が冬＝オーストラリアは夏。暖かい。

海。 
 

New South 
Wales 大学 

(スプリング 
プログラム) 

工学部応用化学コース 
3 年 成田 佳祐 
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≪留学前後のスケジュール≫ 

 留学前 
留

学

中 

留学後 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

2013 年 11 月：プログラム応募 

奨学金申込み 

12 月：説明会 

2013 年 2 月：出発  

2014 年 3 月：帰国 
4 月：TOEFL iBT 受験 

5 月：TOEIC 受験 

 
 

○自己紹介 

こんにちは！この度、北大のスプリングプ

ログラムを利用してオーストラリアへの短

期留学を経験してきました、工学部 3 年の

成田佳祐です！ 
 
僕は二年生の春休み、つまり 2014 年の 2
月から 3 月にかけて、オーストラリアのシ

ド二―にある、 
University of New South Wales 
(以下 UNSW)という大学で 5 週間の語学研

修に参加しました。 
 

 

今回はせっかくの機会なので、僕が UNSW での経験を通して感じたことを、気の向くまま

存分に書き連ねたいと思います。 
 
せっかくなので、少しでも留学のイメージを膨らませてもらうためにも、掲載した各写真

の僕と、今これを読んでくれているあなた自身を時折置き換えながら読み進めてもらえた

らな、と思います。 
かなり主観的な書き方になりますが、少しお付き合いください(^^) 
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○プロローグ ～UNSW 語学留学の参加に至るまで～ 

1、FSP での経験 
実は僕が国際本部のプログラムを利用して海外に行くのは、この UNSW が初めてではない

んです。この UNSW 参加の半年前に、同じく国際本部主催の 
First Step Program (通称 FSP) へ参加したことが、大学での海外経験一発目でした。 
この FSP の詳細はここでは割愛しますが（こっちもかなり深いプログラムね！）、FSP を

通して、自分の専攻、化学を本当に活かすためには、とにかく英語を勉強しなくてはいけ

ない！と感じるようになり、そこから、まあまず手っ取り早いのは現地へ短期留学にでも

行くことだろう、という結論に至りました。 
そして、奨学金も出るし、時期も大学のスケジュールに合ってるし、手続きとかも安心だ

し、ということで、スプリングプログラムへの参加を決心しました。 
2、UNSW プログラムの魅力 
ではスプリングプログラムの参加は決めたとして、次に考えたのは実際にどのプログラム

に参加しようか、ということです。 
ここでは UNSW に行くことを即決しました。理由としては、 
・スプリングプログラムの英語圏の中で、最も時期が長かった。 
・アカデミッククラスという、自分が欲している英語力に直結してそうな 
クラスがあった。 

・海で遊びたかった。（向こうは真夏！まさに Shine on the Beach!） 
以上の 3 点です。そもそも自分の専攻を将来活かせるように英語を勉強したい！と考えて

いたので、時期が長くて学問的な英語が学べそうな UNSW は自分の目的にドンピシャでし

た。 
 
3、UNSW への留学に懸けた思い 
僕がこの UNSW 留学に際して掲げた目標はただ一つ、 
“帰国したときに胸を張って「英語力が上がった！」と言い切れること” 
でした。 
世間一般の短期留学反対派の方たちは、「たかが一か月でそんなに変わんないよ。」みたい

なことをよく言われるので、自分が帰ってきたときには絶対にそんなこと言わせない、と

密かに心に誓っていました。 
 
○第一章～現地での生活～ 
1、クラスの内容 
僕が所属したクラスは Academic Class であり、大学で使えるような学問的な英語を勉強す

るためのクラスでした。 
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具体的に授業で扱われた内容は理系文系問わず様々な分野に渡っており、 
・リーディング：学術論文 
・リスニング：講義形式のスクリプト 
・ライティング：学術的なレポートの書き方 
・プレゼンテーション：自分の専門分野について 
といった様に本当に“学問を学ぶ為に必要な英語”に焦点を当てた内容でした。 

  

 
（プレゼンのスライド。こんな専門的なもの、日本でも作ったことない…(^^;)） 
 
 
とまあ、こういった内容の授業を 5 週間くらい受講したわけですが、このクラスに対する

僕自身の率直な感想は、 
「内容、(おれには)ハイパー難しすぎ！てかクラスの日本人、皆英語出来すぎ！」です。ほ

んと自分だけ場違いなんじゃないかと思うくらい、最初の一週間で思い切り打ちのめされ

ました。 
一応初日にクラス分けテストはあったのですが、たぶんテキトーに分けたんでしょう。英
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語スキルの中でも、とにかくリスニングが著しく苦手だった僕は、ディスカッションどこ

ろか、授業の内容も先生の指示もいまいちわからない。幸か不幸か(今考えれば 100%幸だ

けど)クラスの半分は日本人じゃなかったため、学生同士の会話も基本英語で、クラスメー

トにこっそり聞くのも一苦労。 
たぶん授業中の僕はこんな顔してましたね。↓↓↓ 

 
 
 
しかし今思えば、そんな過酷(?)な環境だからこそ、この 5 週間は、自分が目指す学問的な

英語力を大きく伸ばす絶好のチャンスになったと思います。 
毎日の宿題にしっかり腰を据えて取り組んだほか、ホストファミリーの生活リズムの関係

上、毎朝始業の 1 時間前には学校に着いていたため、コンピュータ室でリーディングとリ

スニングの朝学習を密かにコソコソ続けていました。 
そのおかげか、クラス分けの時には impossible に感じられたテストを、最後の修了試験で

無事突破するくらいには英語力が向上しました。 
 
 
5 週間の間、結局リーディングからプレゼンまで何一つ周りのクラスメートには及ばなかっ

た僕ですが、自分の英語力との闘いという面だけに関して言えば、自分がこの留学で掲げ

た目標は、なんとかギリギリ達成できたと自分自身では評価しています。 
この 5 週間の努力は、少しは自分で自分を褒めてあげようかななんて思ったりします。 
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2、ホームステイ 

 

 
僕がホームステイをしたホストファミリー

は、言うなればかなり“当たり”の家庭で

した。 
お母さんとそのルームメイトの大人２人に

加え、写真に写っている、天使のような姉

弟２人の四人家族のおうちでした。

ホストファミリーは各家庭ホントに多種多様ですが、僕がお世話になった家庭の特徴をま

とめると、 
GOOD BAD 

・わりと放任、でも親切！ ・部屋が暑く、家庭学習環境はちょっと微妙 

・子供たちと遊びまくる日々 

（かなりのイクメンだったよ！笑） 

・虫がめちゃくちゃ多い。 

ある朝目覚めると、部屋でゴキブリが死んでた。 

 
といった感じですね。 
とにかく子供たちが天使すぎて、学校の鬼のような授業でボロボロにされた日も、彼らと

一緒にレゴで遊べばすぐに元気になっていたのを覚えています。 
休日には、ホームステイの醍醐味、ホスト

ファミリーとのお出かけなんかもしちゃっ

たりしました。 
 
右の写真はホストファミリーと参加した、

Color Run というイベントに参加したとき

の写真です。 
真っ白い T シャツを着て 5 km くらい走る

のですが、その道中で、ペイントボールや

シャワーで色々汚されていくというイベン

トです。かなり Crazy で Funny でした。 
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3、自由時間 
ここまでわりとまじめな話を書いてきましたが(まだ読んでくれてるかな？)、結局いちばん

思い出に残っているのは、自由時間で遊び回った話ですね。 
 
(1)平日の自由時間（放課後） 
平日と言えど侮るなかれ、めちゃくちゃ遊ぶ時間はありました。なぜなら 1 ページ目に書

いたスケジュール表のとおり、毎日の授業は PM 1:30 に終わるため、結構な頻度で平日の

授業終わりにも、シティやビーチに遊びに行きました。ビーチでクラスメートと BBQ した

のは最高の思い出ですね。また、夜には天文台のツアーに参加して、サザンクロスやオリ

オン座を観測したこともありました。オペラハウスで生オペラを観たりもしました（感動

しました、英語だからセリフはいまいちわかんなかったけど）。 
 
まあ僕はかなり宿題の多いクラスにいたた

め、比較的放課後遊びに行く頻度が少ない

Japanese Student だったと思いますが、そ

れでもシドニー内の観光名所は、人気のパ

ンケーキ店を除けば全部見れたんじゃない

かなと思います。

(2)休日の自由時間 
休日は主に現地のツアーなどに参加し、さすがに平日には行けないような遠い街だったり

ワイナリーだったり自然だったりを訪れました。 
 
これは大学ごとに参加メンバーと人数を伝

えれば、UNSW のツアー窓口みたいなとこ

ろで手続き等を全部こなしてくれるため、

僕らはただ気軽に参加するだけで便利でし

た。 
もし UNSW 滞在中にどこか遠くに遊びに

行きたければ、まずは窓口を尋ねるのがい

いかも。

 
(有名な観光名所 
ブルーマウンテンの Three Sisters）  
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○第二章～留学の成果～ 
1、英語力 
大きな成果のひとつとして、堂々とこれをここ(成果)に書けることがとてもうれしいです。

帰国してから色々受験したので、わかりやすく点数を晒すと、 
 

  留学前 留学後 

TOEIC 630 795 

TOEFL iBT - 65 

TOEFL iTP 490 537 

 
といった感じです。自分の点数を全部晒すのはなかなか恥ずかしいですけど、今後の参加

者のためになることを願って、思い切ります（笑） 
 
2、友達！ 
別に留学に限らないですけど、新しい環境に身を置いたとき、必ずそこで新しく出会う人

がいると思います。そこで出来た友達というのは、確かに住む場所も違い、普段はなかな

か会えない人達です。 
でも今の時代、Facebook や LINE、Skype なんかの SNS を使えば、たとえ国が違っても

すぐに連絡を取ったり実際に話したりすることもできます。 
 
この UNSW への留学で、僕にもそういっ

た友達がたくさんできました。 
北大の友達、UNSW で出会った友達、よく

わかんない Party で知り合った友達…など

などです。 
ありきたりだけど、この人たちとの出会い

は UNSW に行かなければなかったわけで、

そう考えるとこれも大きな留学の成果の 1
つと言えると思うんです。 
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現地で出来た中国人の友達の話を少しだけ。 
UNSW の Chemistry Class で出会った一人の中国人がいました。同じ専門の化学の話で仲

良くなったので、とりあえず Facebook を交換し、たまに連絡をとっていましたが、ある日、 
「なぜ授業は終わったのに学校にいるの？」 
と聞かれました。僕はその日、Final Test に向けた英語の勉強のために図書館にいたので、

そう答えると、 
「えらい！ほとんどの日本人は毎日 City に遊びに行ってるけど、そうやって目標を見失わ

ないで頑張ってる人はきっと将来成功するよ！」 
と励まされ、なんだかちょっと泣きそうになりました。笑 
というのも、それはちょうど第 4 週目くらいで、自分の掲げた目標に思うように近づけず、

自分の現地での過ごし方に自信が持てなかった頃でした。 
彼女の一言のおかげで、最後の 1 週間を思い切り自分色で過ごすことができたので、彼女

には本当に感謝しています。もちろん今でも仲良しです。 
 

○第三章～短期語学留学に興味がある人へ～ 

僕が伝えたいことは以下の 3 つです。 
・なぜ旅行ではなく留学なのか、英語を勉強したいとして、どんな英語力がほしいのか、

を自分なりに考えることが大事。 
・“自分が望む英語力”を得るための最適な期間とクラスを選ぶことは必須。 
・「短期では英語力なんて大して変わらない…」は真っ赤な嘘！ 
僕もまだまだ英語力は乏しいですが、この留学で得た価値観を信じて、これからもずっと

英語の勉強は続けていきたいなと思っています。 
また、ここで語りきれない思い出もまだまだたっくさんあるので、もっと聞きたい人は僕

を直接尋ねてください^^  
 

アンケートの回答 

 
1、おすすめ 
・オペラハウス（できればオペラを鑑賞してほしい！） 
・Hunter Valley というワイナリーが集まる地域 
・小高い丘から見たシドニーの星空(天文台の近くは街中だけどよく見える！) 
・ビーチで BBQ！これは鉄板！ 
・UNSW 近くのラーメン屋と中華料理屋は安くて最高に美味しかった笑 
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2、マナーやタブー 
・オーストラリアは水不足のため、シャワーの時間が決まっている 
・虫がたくさんいるので、部屋にお菓子を持ち込んではいけない 
・強く気にしたマナーは特になし 
 
3、持って行って良かったもの 
・折り紙（子供たちと遊んだ） 
・i Pod（J-POP の話、聴いている洋楽の話で盛り上がった） 
 
うけた特技(？) 
・子供たちをだっこ＆おんぶして、公園を走り回った。それくらいの体力は必要 
・自撮りのスキル 
 
４、留学前の必見本 
地球の歩き方やツアー本？(僕は読んでないですが笑) 
 


